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令和５年度

在宅医療・介護連携推進事業
取組状況について
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令和６年度 第１回
大阪市在宅医療推進会議資料より抜粋



区役所
を中心に事業実施

イ 在宅医療・介護連携の課題の
抽出と対応策の検討

キ 地域住民への普及啓発

カ 医療・介護関係者の研修

ウ 切れ目のない在宅医療と介護の
提供体制の構築推進

エ 医療・介護関係者の
情報共有の支援

オ 在宅医療・介護連携に関する
相談支援

ア 地域の医療・介護の資源の把握

ク 在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携
総合事業など他の地域支援事業との連携 等

連 携

健康局
を中心に検討

を繰り返し
ながら

計画

実行

評価

改善

在宅医療・介護連携相談支援室
を中心に事業実施
（地区医師会等に委託）

大阪市在宅医療・介護連携推進事業 ～取組体制～
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Ⅰ. 区役所の取組
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（ア）地域の医療・介護の資源の把握
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５．在宅医療・介護の必要量や資源量の将来推計

４．地域の医療・介護関係者との医療・介護資源の情報

共有・活用

３．医療・介護資源の情報について更新

２．在宅医療・介護の必要量や資源量の現状把握

１．地域で把握可能な既存情報の整理

実施している 実施に向け準備・調整中 現時点で未着手



（１）事業の進捗や課題について協議した回数

（イ）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討

7回
1区

4

1回
10区

2回
5区

0回
1区

3回
4区

6回
2区

【開催した区数】 令和４年度：21区 ⇒ 令和５年度：23区

10回
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（２）推進会議（ワーキング含む）で検討した内容
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10. 在宅医療・介護連携推進事業の進捗管理

９．地域における在宅医療・介護連携の取組の評価

８．地域における在宅医療・介護連携に関する目標の設定

７．地域住民の普及啓発

６．医療・介護の関係者やその連携担当者の顔の見える関係づくり

５．医療・介護のネットワークづくり

４．切れ目のない在宅医療・介護連携の提供体制の構築

３．情報共有のルールの策定

２．在宅医療・介護連携の取組の現状

１．地域の医療・介護にかかわる資源の充足状況

実施している 実施に向け準備・調整中 現時点で未着手



（カ）医療・介護関係者の研修

（１）研修会の実施回数

（２）研修会の対象者
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４．特定の専門職だけに向けた研修

３．介護の専門職に向けた医療分野の研修

２．医療の専門職に向けた介護分野の研修

１．多職種が一堂に会しての研修

実施している 実施に向け準備・調整中



（キ）地域住民への普及啓発
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６．実施した普及啓発（情報提供）の内容や効果の評価

５．普及啓発（情報提供）のうち、認知症に関する取組の

情報提供の実施

４．普及啓発（情報提供）のうち、看取りやＡＣＰ等終末

期ケアに関する取組の情報提供の実施

３．普及啓発（情報提供）の実施

２．普及啓発の対象者および普及啓発に使用する方法を選

定する

１．地域へ向けて何を普及啓発するのか確認する

実施している 実施に向け準備・調整中 現時点で未着手



Ⅱ．相談支援室の取組
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（ウ）切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進
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3.在宅療養中の患者・利用者に対する、訪問診療・往診を提供

する医療機関と訪問看護ステーションとの連携体制の構築に向け

た取組

2.在宅療養中の患者・利用者に対する、急変時診療医療機関

を確保する（後方病床の確保等）取組

1.在宅療養中の患者・利用者に対する主治医を含む複数の医

師による対応体制などの取組

実施している 実施に向けて準備・調整中 現時点では未着手
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（エ） 医療・介護関係者の情報共有の支援

(区)
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５．４．で導入した情報共有ツールの活用状況や効果に

ついての評価や改善

４．情報共有ツールの導入や利用促進

３．地域で充実又は作成するべき情報共有ツールの検討

２．現在使用されている情報共有ツールやその活用状況

の確認

１．医療・介護関係者間で共有すべき情報や情報共有

のニーズ、共有方法についての検討

実施している 実施に向けて準備・調整中 現時点では未着手
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⑰ その他

⑯ 住民（区民・市民等）

⑮ 区役所・保健福祉センター

※⑭ 見守り相談室（CSW）

※⑬ 生活支援コーディネーター

⑫ 他区在宅医療・介護連携相談支援コーディネーター

※⑪ 障がい福祉サービス関係事業所

⑩ 認知症初期集中支援チーム

⑨ ⑥⑦⑧以外の介護関係事業所

※⑧ 訪問介護事業所

⑦ 地域包括支援センター・ブランチ

⑥ 介護支援専門員

⑤ 訪問看護

④ 病院（地域連携相談室）

③ 薬局・薬剤師

② 歯科

① 医科

R3年度

R4年度

R5年度

（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援

個別ケース相談（相談者別内訳） 相談件数 1,706件

病院（地域医療連携室）、介護支援専門員、地域包括支援センター・ブランチからの相談が多い 11

【相談件数】

令和３年度 2,028件

令和４年度 1,834件

【その他】
・地域福祉サポーター
・他市の在宅医療・介護連携相談支援室
・訪問理容
・子ども相談センター 等

※ R5年度新規項目



【個別ケース相談（相談内容別内訳：複数回答）】
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➆ その他

※⑥ 情報提供ツールに関すること

※⑤ ACP・意思決定に関すること

④ 看取りに関すること

③ 退院支援に関すること

② 介護に関すること

① 医療に関すること

令和3年度

令和4年度

令和５年度

※ R5年度新規項目



会議・研修会等への参加

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

会議出席回数 2,120 579 1,896 2,213 2,505

市・区の会議、研修会 727 186 615 778 829

関係機関との会議、研修会 1,393 393 1,162 1,435 1,557

（再掲）地域ケア会議 144 42 130 143 119

【医療に関すること（内訳）】 【介護に関すること（内訳）】
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医療の手続きに関すること

訪問看護に関すること

薬局・薬剤師に関すること

歯科に関すること

病院（入院・転院先等）に関すること

訪問診療できる医療機関に関すること

診療所・医師に関すること
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その他

介護の手続きに関すること

介護事業所等に関すること

地域包括支援センターに関す

ること

ケアマネに関すること
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